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貝類綾息地の環境保件に闘する研究

E 室蘭港について(其のー)

カ11 藤

谷田

奥.回

司

治

造

健

専

泰

(無機イ七学海草主化学5主主主，)

(東北市区水産研究所〉

〈東北海区水産研究所〉

STUDIES ON THE ENVIRONMEドTAT~ CONDITIONS OF 

SHELTAISH -FIET~DS. 

1. IN THE CASE OF MURORAN HARBOUR. 

KeJlji KATO， Scnji TANITA and Taizo OKUDA. 

(Faculty of Fisheries， Hokkaiclo UlIivcrsity) 

111 Muroran Hllrbour， thcrc dwcll ahunclantly useful shcll-fishcs， as 、，yellas scallops. For 

the purFose of clarぜy111gcnvirOlJlnentlll conditioJls 011 thcsc shellfishcs， our invcstigatioIls 
were carried out OJl the phY81ca1 and chcmical prol)erties of ~ea watcr and of bottom de110sits 

in the hllrbour， from thc eeological alld occanographical stalldpoIl.ts. 

From our illvestigations， the follo占ingrcsults are g1ven: 
(1) 111 Muroran Harbour， the OCe1lllOgraphica] cOllditiollS arc characterizcd by the equllibrium 

between the outcr "・atcr，clltcrillg clockwi8C to thc C('lltre ()f the harbour， alld the inner ¥¥'ater， 
diIuted with thc incoming sewcragcs of 8llrrollndir~g irOll mauufactorics and the city in thc 

回 sterll11l1d southcrll parts of the hllrbollr. 

(2) 111 the w1wlc ncighbourhood of t.he NittCtHl 'Vhllrf， thcrc f¥prcads rcddish violet wllter， 

so-callcd "Red 'Vatcr" or "PoisolloUS 'Vatcrぺ Alldothcr 8CWCru~cs llrC found in the vicinity 

of the Municiral 'Vharf， whcre thc illflucllces of thc outcr watcr bccome weak and this 
place sccms to bc unsuit:巾lt'for thc hahitat~oll of the f'hellfishcf' bccause of thc spoilcd water 

and the rnuddy bottom n:aterials containilJg abl111dant humu~・

(3) Iu the Ilmer parts of the harbour， thc cquilihrium (lf the outcr watcr ，and the inller di1uted 
water is usually lost 111 winter hy stnmg llOrth-cu:;tern w1nds， "，hcll t he rcd water spreads 

through the whole of thc hllrbour. 

COll8equcntly mueh damage may be inflicatcd 011 thc 8hι1・fish(、sillhabitillg the harbour. 

But it was hardly po~siblc for us to elarify t.hc pOiSOllOUS sub!¥tanecs Ill the red water. 

。)011 the field where seallops actunlly d，刊11ill abulldanec， it secms that the watcr， 
especially the bottom wutcr， • is l'roi1ed vcrV littlc hy the illComillg scwcrages alld the bottOll'i 
deposits d011't contaIlI 80 mueh hUlllU円日円 todamllg'c thc shcllfif，hcl". 

一(66)ー



緒言

貝類の棲息を制約する要素としては物理的、化学的、或は生物学的1'.;.各種の傑件があるが、とれら
の諸傑件の単独的或は復合的な影響を検討するためには、までや貝類審息地の現在における環境紙況を
.把揮するととが必要となる。 第 1報りにおいては画館揺を取上げ、同構内に曾って相当量棲息して
いた貝類の激減の原因を検討し、とれら激減した貝類を移植増産することが可能か否かとゅう問題に
ついて考察する基礎費料を得るために、底質と水質を主として調査した結果について報告した。而し
て函館港の場合は、防波堤及び埠頭の増設など白地形学的な僚件の変化が.港内水の移動を変化せし
め、それに基いて水質及び底質も変化し、そのため貝類棲息地CZ)~震境放況が大き〈影響を受砂õに到
ったものと考えられた。本報告においては、現在帆立貝其他め貝類を生産している蜜蘭港を対象とし
で、その底質及T.$水質の調査を実施し、同港の地理学的要素とそれに伴う帯洋学的変化を調査するほ
か、同港周辺る重ヱ業地帯よPの廃7Kik{.t海中に投棄せられる鉱揮の影響をも含めて、とれら港内D
物理的、化学的要素の貝類棲息に及ぼす影響を考察した結果について報告する。
室蘭市は富士製鉄〈旧日本製鉄〉輪西製鉄所、日本製鋼所室蘭製作所を始め多数の鉄鋼業及び化学
工業の工場施設を有する我が閣屈指の重工業都市であり、年間 7∞隻の船舶を呑吐し、ィ、縄、函館両
港と共に北海道における軍要港湾のーである。また岡市は水産物白集散地として北帝遭太平洋沿岸に
おいて重要な地位を占め.殊に修験後は、水産部門がー屠大きく取上げられ.噴火湾漁場を始め、北
海道南東海域漁場を対象とする底曳、手繰、延縄漁業の線拠地として、またその水産物の一大集散地
としてクローズアップされるにいたった。また、一室蘭構内及び附近沿岸においては帆立貝、北寄貝、
その他D貝類が豊富で、験後特にその産額を増加して注目を惹いている。著者等は主としてとれら構
内で生産される貝類。棲.息傑件を検討ナるため、昭和24年5月及び11月、翌25年 2月及び8月の4回
に亙り、開港内の底質及び水質の調交を実施したが、本報告においては前s回の調査結果について、
特に水質については第8回目白調奈を中心にして連ぺることにする。帝室蘭港に関ナる調査は、問題
が管って軍需工業都市であった関係上、その例少く僅かに昭和7年に港内潮流観測の結果幻 が報ぜ
られているのみであるが、極く最近に到!17X路部によって港内の糟密測量及び潮流観測が行われたが
とれに関する貴重な資料を御貸与下された第一管区海上保安本部水路課長土屋実民に深謝する共第で
ある。向本調査研究は文部省科学研究費及び北海道庁噴火鴇漁業安定基礎調査費によって行ゐれたも
のであるが、本調査にあたP常に絶犬の援助と協力を惜まなかった室蘭市役所と室蘭漁業会、 ]J.rJ;佑
学分析に協力してくれた閉館水産専門学校学生中沢三武君に対して謝意を表すると共tc.研究室及び
宿舎の便を計って下さった理学部海藻研究所中村・義輝氏の御好意を記して絃に感謝の意を表する。

2 調査の経過及び方法

本報告において連ぺる室蘭港内の水質及び底質の調査の結果は昭和24年 5月及び同年11月、更に翌
25年 2月の 8図で、第4回目の調査結果については後日に譲る。
第 1回の調査即ち昭和24年 5月は主として帆立貝と底質の関係者ごしらペ‘帆立貝増殖の基礎資料を
得るための予備的調査であうて第1図にみるように調査地点、は帆立貝棲息地附近の 7ケ所に過ぎ守、
しかも底質調交のみを行い、水質調査は行わたかった。

第 2回の諒査、即ち昭和24年11月は日鉄から海中に投棄される鉱津の生物に及ほ・す影響。有無を知
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L Stations of. Qbsefvatiori in M:uroran Harbour るために行った。そして港内全般にわたり約30

点、の観測点を予定したが.天候に厄され港主主部

の15地点について調賓したに止まり、引続き再

度にわたり残替の調査を予定したが、いで許れも

的炉戸伊予&風波激しく、観測中止のやむたきに至。?ともD

E勾 4品問J である。(観測地点第1図参照〉

第 8回の調査即ち昭和25年 2月の調査は偶A

1月下旬よ P港内において帆立貝の鑑死続出す

る事件発生し、 fないでそのj京国を知る必要に迫

まられて実施したものである。との度は第1図

に見る如く、都~地点はH‘地点にすぎないが、

港内全般にわたるよ弓に地点を主義ぴ、底質と水

質の調査を行ヲたものである。

3 調査方法

章夫料採取用具としてはヱグマン探泥器、谷田式稼泥管 3)、 北原式B型採水器並に田村式サイフオ

シ型採7.K器を使用し、採水は第2回都:蚕:時は表、底居、第s回目は表、中、底庖・について行った。
底質については、粒度組成、灼熱減量、有機茨素量、金窒素量、鉄分、石次分、燐酸温たどの分析

，調査をたし、水質に関しては水温、水色、透明度、水素イオシ濃度、塩素、滞存酸素、硫化水素、亜

碕酸塩、珪酸塩、隣酸塩、可溶性有機物、欽塩たEにつき前報と同様海洋観測主主並に土壇分析法によ

って分析した。酸素、硫化水素たeに関しては闘日分析を実施した。なお、各書官:i!Etとより以上の全部

を実施したのではなく、目的により分析項目に多少の変化がある。

4 調査結果及び考察

ゅ 第 1回吉正査は帆立貝の棲息地の環境係件としての底質の理化学的性献を筑暁する目的で予備的に行

Table 1. Properties o/' Bottom }1aterials in Muroran Harbour CMay.3-5，1(49) 
Gravc1 In Mud jn 

Statfon Depth Ignition Organic Total OSr脚igpinleal Fine Soi1 
Lo田 l山 n Nitrogen く0.05岡田>)

Remarks 
No. (m) く3mzo<〉〉

く%) I C%) (%) C% (%) 

1 9.0 9.69 2.25・ 9.73 s5.13 Many coal w田tes

2 7.5 s.95 2.91 0.7s 0.93 8・1.08
Some pieces 
。fShells 

3 10.0 7.64 3.21 0.89 lG.94 8<1.64 Many coal w田 tes

4 11.0 9.67 2.88 0.33 4.46 71.40 Sand 12% 

5 7.0 4.13 1. 73 0.22 1.07 41.97 Sand 20% 

6 14.0 5.28 1.55 O.:~O 0.22 95.65 

7 16.0 4.n9 
SOllle coa1 w田tes

0.19 18.40 7G.J4 and grsve1s 
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-ったもので底質調査

のみを行いその粒度

組成、灼熱減量、有

機炭素量、全窒素量

の分析を行った。

その結果は第1衰の

遁 Pである。
第 2因調査は各観

測点において、採7.k.

〈表面及び底屠〉並

に探泥を行い、 71<に

・ついては温度、水色、

透明度、水素イオン



Table 2. Prope吋同 oCSea Water in Mllroran Harbour (Nov. 12_13， 1949) 

続 rn判。rl wawlwawi?"edl|cl| 臼 l杭Este 邸 IP!U5 I 81白 INltrite I Fe+++ 官。
ldhJT喝 |co10叶 45HlpH|くりω|〈mlJmJblc叩/心|何I~~)I円ï~.)1円L~~)-' (-"'~/L2 
1 
o 11.2 Reddi~h 2.0 8.0 16.74 5.13 13.40 0.71 7.1 

55)0 9.4 0.80 

9.5 .10.6 Violet 8.1 18.23 5.18 
. 
8.47 trace 23.4 2860 8.1 1.33 

3 
。10.6 Reddish 3.0 8.1 17.65 5.15 10.47 0.41 0.9 3850 9.2 0.63 
5.0 10.5 Violet 8.1 18.16 5.19 10.92 0.29 19.7 3780 7.6 1‘

32 

4 
。10.6 日|Rgedhdtish 3.0 8.1 17.31 5.16 10.47 0.45 11.2 3130 11.2 5.02 9.0 10.4 8.2 18.33 5.52 12.95 0.22 13.4 3010 7.0 1.01 

5 o 10.6 9 4.0 
8.1 一 一 一 一 { 一 一 一

4.7 10.5 8.2 18.36 5.43 11.20 0.19 3主.3 2970 8.0 8.95 

6 
。10.5 9 5.0 

8.1 18.18 一 4.85 一 14.0 3660 • 5.6 0.68 
6.2 10.4 8..2 18.34 5.42 6.48 0.33 19.0 2870 5.7 0.62 

7 
o 10.4 9 4.5 

8.1 18.24 5.23 9.29 0.2'l 24.3 3由o 9.7 1.20 
6.0 10.5 8.1 18.62 5.21 8.88 0.31 24.9 2370 10.2 3.38 

8 
。10.7 8 4.0 

8.1 18.18 5.29 10.31 trace 25.7 4850 10.8 0.81 
5.5 10.9 8.2 18.09 5.17 8.07 0.39 20.1' 3160 14.9 0.68 

11 
。10.4 9 4.0 

8.1 18.04 5.23 13.77 0.42 6.9 3010 7.6 0、89
9、5 10.4 8.1 18.41 5.47 11.36 0.27 3'l.3 3930 4.3 0.73 

12 
O 10.4 10 4.5 

8.1 一 一 一 一 一 一 一 一
8.7 10.4 8.1 18.2:5 5.63 16.21 0.2， tr8ce 3370 7.9 0.54 

13 O 10.3 9 5.5 
8.1 17.83 5.40 21.30 0.37 62.0 一 一 1.29 

10.0 10.3 8.1 18.34 5.33 6.8~ 0.23 15.1 
. 2990 8.9 2.93 

14 
O 10.7 8 4.5 

8.1 18・145.41 10.92 0.33 ]5.2 ;!HO 9.7 1.80 
8.7 10.9 8.2 18.75 5.49 10.51 0.30 13.9 2230 11.1 22.47 

18 9 5.0 
8.1 一 → 一 一 一 一 一 一

10.0 ) 10.7 8.2 18.40 5.37 9.2J 0.31 16.3 3270 5.9 0.89 

19 
o I 10.6 G 7.0 

8.2 19.23 5.65 9.29 0;02 8.3 3410 9.6 0.54 
9.0 10.7 ー8.213.71 5.92 8.47 O.σJ 30.0 2'310 11.0 0.79 

20 
。 9..8 7 6.0 

8.1 18.41 5.48 11.65 0.23 25.4 2340 10.2 1.68 
9.5 11.1 8.2 18.71 5.50 12.14 0.40 105.7 :nOO 9.5 2.25 

29 
O 10.5 7 >4.5 

8.1 一 -.- 一 一 一 一 一 -占

4.5 10.6 8.2 19.31 5.63 8.88 0.15 15.7 2380 9.7 1.22 

※St. 1， 3， 4， 5， 6， 11， 12， 13， 18・M ・..Nov.13， ObservedくCloudy，1O.20_12.00C) 
St. 8， 14， 19， 20， 29..・H ・Nov.13， 0加 rved.(Cloudy， 90_11.60C) 

Table 3. Properti国 orB:>ttom :Materia1s in :Muroran Harbour (Nov. 12-13， 1949) 

官。叩 izriqTlRl|凶作|陥RfF思:| Remarks 

(m) I (必) 1 (%) 1_(必
Ze
〉
n
〈96〉〈9の(%)

3 5.0 5.99 1.41 0.17 0.213 1.81 71.90 Flne 8and 14% 

4 9.0 7.07 0.77 0.12 2.4月 2.50 0.010 27.42 84.37 回陶IJ'pleces ot mlneral cruats 。 6.2 7.96 1.4'1 0.12 2.13 1.98 O.OH lf>.20 87.88 B酷'IYplec帽。tnllneral c同818
7 6.0 6.93 2.~9 0.22 2.54 0.22 0.011 0.59 76.0! Fiile Sand 13% 

8 5.5 7.60 1.76 0.13 2.16 1;86 0.021 0.46 92.13 

11 9.5 7.11 0.88 0.10 1.49 0.99 0.059 27.35 87.90 

12 8.7 1).47 2.28 0.22 2.45 2.10 tr 0.61 96.87 

13 10.0 9.14 0.95 0.33 3.35 2.43 tr 2.17 90.46 

14 8.7 7.51 2.28 0.11 2.24 1.49 0.037 1.02 92.59 

18 10.0 6.5-1 0.78 0.17 2.10 2.23 tr 66.22 67.33 many coal w回tω

19 9.0 12.24 1.82 0，17 2.31 1.4fl 0.027 2.66 88.89 S:>ttle 0:描Jw、otesand graveIs 
20 9.5 10.66 0.91 0.21 3.52 1.66 tr 1.00 90.62 

2il .1.5 6.61 1.22 O.H 1.9G 0.12 tr 3D.fl8 49.5) Fine Sand 32% 
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/JiOc'1.JAザ似ふ匁'"$øil， みか伽仰~(向 濃度、温索、韓存酸素、硫化水索、亜硝酸塩、

υf'l-り 珪酸温、燐酸塩、可溶性有機物及'($鉄分を、底

質については粒度組成、有機炭素量、会謹棄量

、灼熱減量、鉄.石友、燐酸塩の分析調査を実

施した。その結果は第2、8表の通りである。

第 1聞及び第2回の調査結果を総括して概論

すれば、

. (1)水温.透明度、塩素イオン、溶存酸素・・・

…港の北泉隅の日鉄埠頭及び南隅D市営埠頭と

日鋼地先より夫々エ場廃水及び都市汚水の混じ

た透明度小台、溶存酸素量も少い低麟な水塊が

1_1.o米の厚さを以て港の中央近くまで表面を

流れ出している。殊に日鉄埠頭附近は酒濁し、

透明度も 2米程度である。しかし底屠には深〈

山~O/~~似山川恥W 陣岸近くまで外海水が潜入している。
品 ((''1-1) (2)可溶性有機物、亜硝酸塩、硫化水素H・H ・.. 

これらはいヂれも海水汚染度の指標となるが、

とれらはともに港東部の工場地帯及び市街地近

くの表唐に多く、可溶性有機物(正しくは遁マ

ンガン酸加里消費物質〉は日鉄埠頭附近よP流
れ出す*11:多く、南東に棋形につき出し、市営
埠頭附近よ tGD都市汚水と共に港内を汚染して

いるが、底屠は港外71<が探く潜入しているの?

割合汚染度は少いo

(3)珪酸塩及び燐酸塩川・・…珪酸塩については

各府とも著しい特徴を認めないが燐酸塩は日鉄

埠頭表尾?の汚染水塊が小さいft{{を示している。

(4)水素イオン濃度……日鉄埠頭及び日鋼沖

の汚染された表面水はpH8.0で港外より流入す

る71<はpH8.2前後である。

決に底質についてみれば、

く1)粒度組成....・H・大部分は泥質及び砂泥質で

あるが.港内の水の移動と相当明瞭な相関性を

示し、港央部に石茨惇を多く含む地点がみられ

るが、とれは般舶の停泊と関連して当然であろ

う。叉日鉄地先の水域一帯に相当広汎に鉱津の

分布が認められ、これがとc7J<域の底棲生物に
影響を与えているととが怨像される。 L第 2図)

(2)有機炭素量及び灼熱減量・H・H・.7J<GD流動と

関連して、水が序i/mし勝ちな港奥に有機物が多

一(70)一



い。御崎埠頭附近よP茨棄量 2ガを超す濃密部が突出ているが、これ持御崎附近にある日鉄化学株式;
会世〈コールグールヱ場〉及び日鋼よりの廃棄物によるものであろう O とれが多すぎる場合は貝類の
棲息に不適であるととは陸奥袴 5，)函館港等の例によって知るととが出来る。又との有機質D分布
賀、特tr:llii硝酸塩の分布と類似している点も注目される(第3，4図〕。
く3)全窒素量……港央に割合多く、日鉄沖に案外少いのは、構内に於げる生物学的滞化作用を司る
細菌鞍の多少と有横物の分解産物たる無機態の窒素量によるのマはないかと想像されるの 6)
(4)石次及び燐酸塩……石7f<くは製鉄に用いられ、鉱津として海中に投棄されるもの・であるから、と
白石友分の多少は投棄された鉱i宰C分布を到る一つの指標と考えてよかろう。最も石茨の多い部分(
2%以上〉は日鉄沖より構内の横防波堤附近まで伸びている。従って鉱惇中に石友その他生物の棲息
に不誼当なる化学成分が存在する場合は、少くともとの水械では当然その影響をうけるものと考える
ベきであろう。また、生物学的に必要た燐酸緯も石次2%.以上を含む底質に殆E認めるととが出来た
かったととは注目すべきととである(第5図〉。

ぴ〉鉄……底質中白紙は措奥部に多いがお~.S" 似品仇"fCJ.r..加伽抑みか伽循ゑ泌物〆 .ft，¥ (1件 η 2回の調査の範罰においては、著しい特色

が認められたかった。

以上底質についてみると、粒度組成では

従来の帆立貝その他貝類に関する他の研究

わのめに比して、港内は貝類には余り好適

とは考えられないが、現在帆立漁場となっ

ている築地町地先及び港口附近は他D都分

に比し、泥土少〈、且つ有機物も割合少い

ととが有利な僚件であると考えられる。

日鉄附近、その他港奥部は粒度組成の如何

にか Lはちでや.底質に有機物多く、、且てコ水

が可成り汚染されているために不適当とゅ
うベをである。

叉水質の点、よ P考えても、現在の漁場と
たっている地点では、港外71<が底暦を探〈潜入して、底唐71<が汚染されたいととが、底質の理化学的
性肢と相侠って帆立貝の棲息を可能にしているとゅうととができるであろう。
第 3回訴査は 1月下旬の帆立貝舞死事件の原因を推定するた届うに取念ぎ準備して調査したものであ
る。 71<につい・ては水温、塩分、務存酸素、鉄塩、燐酸塩及び彊硝酸主主を、底質については粒度組成、
有機茨素、全窒素の諸量を分析研究した。第4、5表はその結果を示したもD である。また各成分の分
布朕館は第6図~第13図に示したわ

とれら分析調査の結果から吹のととが考えられる。
ぐり塩分……海水中の塩素量 18.25ガ前後む港外水は港口.J::t北東に流入し、本輸西から南下して
いる。港北部は日鉄埠頭附近において工場廃水の注入のために稀釈されているが、その影響は主とし
て1.5米内外で、 5米以下の底暦においては深〈港外水が突入しているのが見られるぐ第7図)。また
港南部の市営埠顕附近は都市汚水が流入停滞しているが、との附近においては港外71<の勢力も弱まり
持水の力が強くぐ第8図〉、築地町地先と日鉄地先とを結ぶ線 (St.7，.....St.3)において等塩素量線が垂直 r

に立ち拾抗しているぐ第久 7、8図〉。
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Table 4. 

lR01仙
問 陥 l Fe… Cl 09 Orgsnic matter 

'L) (mg/J.) 〈時1013) I (叫1m3)' I (阻!l
0.59 

1 5.0 ld.:<Io 1.7'1 o."lU ミ10d 1.0.0 0.51 
0.42 

O 18.16 7.70 10.17 。6.5 17.~ 0.54 

“ 。 4.0 18.08 7.70 7.76 .99.5 14.3 0.12 

8.0 18.42 7.84 7.44 73.7 13.7 0.16 

O 16.13 7:52 12.26 41.2 26.6 9.70 
1.0 17.57 7.62 8.64 66.3 ]5.2 0.38 

3 1.5 18.04 7.62 7.96 101.9 12.2 ‘0.46 

4.0 17.99 7.62 ~.05 105.1 14.3 0.55 
7.5 18.34 7.73 7.84 122.1 14.7 0.91 

。 15.17 8.06 9.05 22.3 32.3 1.10 
4 ，3.0 17.74 7.69 7.80 79.9 13.6 0.53 

5.8 17.79 7.34 7.56 103.9 16.0 0.29 

O 18.11 7.60 6.67 83.1 14.7 0.35 
4.0 18.17 7.73 6.63 78.2 13.1 0.34 

6 8.0 18.42 7.81 7.04 100.8 10.2 0.25 
11.5 18.::16 7.77 5.07 97.5 9.4 0.30 

。 18.17 7.77 5.59 73.0 12.8 0.10 
7 4.5 18.17 7.82 7.36 1()6.5 12.2 0.39 

9.0 18.39 7.82 J1.54 192.3 13.4 0.21 

O 18.33 7.86 9.45 83.1 8.3 0.36 
8 4.0 18.32 7.91 6;51 117.0 10.8 0.16 

8.5 18.18 7.89. 7.76 89.4 8.6 0.43 

O 18.16 7.69 8.24 82.9 14.5 0.56 
9 6.0 18.36 7.85 11. 74 103.7 12.5 0.58 

12.0 18.18 ， 7.77 9.48 98.2 10.3 0.17 

O 18.36 7.79 10.77 85.5 11.5 0.27 
3.0 18.29 7.82 12.70 92.8 11.7 0.48 

10 6.0 18.3(; 7.86 G.95 114.0 12.5 0.44 
7.5 18.34 7.80 12.GG 99.4 11.8 0.84 

O 18.38 7.94 7.36 日5.7 6.6 0.14 
11 6.0 ]8.25 7.89 7.08 103.5 10.4 0.21 

12.5 18.20 7.98 7.04 181.3 18.1 .0.21 

Table 5. Properti回 ofBnttom Msterisls in :Murorsn Hsrbour仁Feb.12， 1950) 

Staぺ恥pth lIぽ nlwlTotal OriGCg3rinma(va%ml el R〉くai〉mnPIe l l l | R112din l Fine mud Re皿arksNo. .....，，1'''， Loss I Carbon I Nitrogen くO.Ofimm>)
〈皿) C%) (%) I C%) (%) ~ ~ I 

4 7.96 1.25 0.24 0.2G 96.61 

6 12.0 9.94 3.34 0.15 0.93 95.20 らomepumice.ston回

7 9.0 5.59 ] .49 0.08 1.77 7G.85 

9 12.0 1.G3 2.03 0.06 1.98 85.G1 

10 7.5 4.G9 1.23 0.0日 5.50 3:).24 

巨=ザ宝』
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ぐわ溶存酸素H・H ・..塩分の分布正類似していて溶

存酸素は表居、底暦とも著しい変化なく、汚水の

混入する個所の表暦が僅かに減少し、港外水の潜

入している底暦がこれに反して酸素量が多いとゅ

う現象が見られるぐ第九丸 9図〉。

(3)可溶'目:有機牧........流入するf1:i7J<は港東.港南よP張出し、有機物の少い港外7J<は港の中央を南

東に探〈検入しているがぐ第lU図入本輸西埠陵地先のSt・9の5_6米探の部分に割合有機物の多い個所

が見られるが、とれはとの部分に中心を有する南東方向の一つの垂直循環があるためであろうo港奥

部は表暦に何71<が厚きとそ割合滞いが、相当広範簡にわたり幡居し、港奥に向っている。と Lに注目

すべきは港口 tc:拒いドッグ沖に有機物の相当濃密1'J: 71<塊の存在であるぐ第](~図)。
ぐの欽 鉄分の分布ね有機牧の分布とよく類似しているo鉄分の多い汚水隙屠を糊から押出
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しているが、底暦において日鉄地先及びドッグ沖

に極めて鉄分の多い71<塊の存在するのは有機物の

分布と酷似し、注目される。ヌ本輸西沖 (St.9~附近

に割合濃縮な部分・が存在し、とれも亦有機物の分

布と類似していて、 ζの附涯に垂直循環流¢存在

するととを示すもcと思われるぐ第)]図〉。

ぐ5)亜硝酸塩……極分の分ギjiと逆の関係、を示す

即ち極分の多い梅71<では函硝酸塩が少〈、表暦に

拡がる汚水では亜拍車が多いぐ第12図〉。

ぐ6)燐酸塩……港哀の汚水の影響する部分の表

面は鱗酸が著しく減少している。とれは燐酸が燐

酸鉄として沈澱しー去るためであろう。一般的には

深さが増すとともに次第に増える傾向があるが、

本輪西船入澗沖 (St.2)より以来の港臭では底質中

に多量に存在する鉄のため燐酸が消費されるもD

か、中居より漸次減少している(第13図J。

以上港内水の各化学成分にヲいて概越したが、

とれらの結果を綜合して港内の帆11.艮死蹴献況の

翫査結果と比較梯討してみよう。

とLに帆立貝舞死事件と称、するのは、昭和25年

1月下旬、北京の強風烈しく港内水接乱し、通常

日銀附近に停滞している芳、紫色む河水(土地漁民

は赤71<叉は毒水と称ナる〉が港円一円にまtがP、

そのために帆立貝呉他の貝類¢築死するもの続出

するに到った事件であるO

果しでか Lる柴死事件の原因が漁民等の述べる

ととるの茄71<に依るか、また全(iiCの原因による

かを明かにするととは仲A 国務iである。

との机立戸提死事件の発生直後、室蘭m役所産
系誤水産係官問、豊田両氏によ P京~せられた帆

立貝の舞死舷況は第6表の如くである。即ち巾 4

尺のキ行京電を井』い、応念的にわ，..ったもの守、との結果

は賓料の較も少く充分たものとり云うととが出来

たいが、一応港内における帆立貝の舞死の欣況を

示すものと考えられる。とれによれば被主主の最も

多いのは、とEコ鍵死の直接の原区にたっていると

居、われる2昔、水の停滞している日鉱地先であるとと

はうなヂかれるが、との地点より距離的に相当離

れている下ツグ来事¥!附誼が、更に捲JiRの秘防政堤

東似!附近よ P も舞死~の多いのは.横防波堤東側

附近の難死年令組成の中、 2年生のものが特に多
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い事実と共に注目される。Table 6. . The R回目lItre<Jearched on the Damage of the Scallop 
in Muroran Rarbour (Jan. 1950〉 抑 k室蘭港は港口狭〈、

IEaster~ Pa此5::tzJZLぷfu;:;TJ掛 巾着欣の港構であるため海PO直ltions R器earched 1.， of • t主~~;~~inf;~~t t m肌 uf配 ωry 水の移動は主として潮汐と|the Dock r~f-T;~kiji:'~h;"1 (Nitぬtsu)I VL  ...i:I........"J..._"'......... ¥ 風力とに依るものとJ思われAr帥均配arch吋 ~YGrider Net I 109 762 871 
fm2) ! 一一一」一一一一一一一一 るが、潮流は港口主 P北東

N叫♂ ofScalIops Yielded 5 39 51 に向って流入し、本輸西沖
btio of ScaIlゅPerishedω40 I 34 “ よP蹴十姐Pに捲央に南下
Age Conlpositionl2yearsof Agel 20 49 23 し、港奥の市営埠頭、日鉄。;-- I~ グ 40 30 44 s偽e抽a叫副Uo。叩E一正Y込凶Ided14 グ | 4ωo 1お3 2幻7 埠頭、及てびF臼鋼地先なl!に
Ag酔eぷ必ごよムムムs凶吋i比tioJふofAg」eJ! z l A l 弓す子一 停脚滞ナ拘る汚献水と崎措抗札し、憲
s仇巴帥叫al恥 ;LL」い世凶rishedよt; 1 5」: | 2せ; | ;詰3 蘭櫓の海伴学的特性を形成万幻 15 1/ 5 0 している。その措抗欣態の
変動が大きく港内の生物に影響を与えているものと考えられる。いま、日鉄埠頭より流れ出す赤紫色
の汚水ぐ赤71<)が港内の生物、殊に帆立貝の舞死に重大な関係をもつものとすれば、との赤水の消長
及"'d移裁が直接そとに棲息する生物に被害を友ぼすものと考えられるので、との赤水の消長及び移動
を前主主の水質分析の結果より考察し、とれを帆立貝の鍔死飲況説査と対照して検討してみよう O
新る生物に霊犬な影響を及ぼすものと思われる赤水の正体については再三検出を試みたが、普通白
化学分析では遺憾ながら充分明かにするととは出来なかったが、赤紫色の鋭敏た呈色反応を有する有
毒性の或鉄塩に依るものと推定される。かLる赤7l<は平常は日鉄主車頭附近において発生し、表唐を薄
〈拡治功、日鉄埠頭及び日鉄地先に停滞し、潮汐の干満によP多少伸縮しているが、偶k冬季強烈な a

北東風が起ると、構内水は撹乱され、赤水はとの風のため港央に押出され、港内一面に拡がり、港内
に棲息する生物、殊に定着性の生物に大きな影響を与え、例えぽ防波堤にm着するカキ其他の貝類に
明瞭主主被害を示している。

との強風の牧まった後は、との港内一面に拡がった赤水は港口よりする干満時の水の出入に主タ逐
次港外に搬出叉は稀釈され、その効果は港口.J:!J横防波堤東側 (St.7)にまで及んでいるが、それより
以奥は稀釈作用が麓漫となる。また梅水中の鉄及び有機物の分析結果によっても明かな如く、ドック
沖 (St.Hり附近には7J(が停滞し勝ちで、日鉄埠頭.J:!J伸びた赤水は港の中央において港口主りの外識
71<によヲて模形に両断された形となり、爾後しばらくの間赤水の影響が残る。とのためドック沖合は
港口に近いにも拘ら歩、却って港奥の横防波堤東側よ Pも帆立貝が犬きた打撃を受ける結果となった
ものと惣像される。また横防波堤;東側の籍死年齢組成が若いのも、との地域は割合水の流通.J:<、悲
71<(2)排水滞化が速かではあるが、幼貝は赤水中の有毒な化学物質や風の撹乱による浮悌泥陀対する抵
抗力が弱いため、成貝に比Lて犠牲が多くなったものと湾えられる。

5摘要

(1)室蘭轄の海水及び底質の理化学的性般を研究し、貝類の主たる棲息環境保件たる海洋学的特性
を明かにすると共に、周囲の工業地帯及び都市より排出される汚水の貝類槙官、に及ほ・す影響をも併せ
て究明するため、昭和24，.....25年に豆り 4回の調査を実施したが、その中前3回の調査の結果について
報告した。
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(2)室蘭措の海洋学的保件を支配するものは、港口より時計廻りに港内探く差込んでいる外海水と、

港奥に停滞しているヱ業地帯及び市街地よりの汚水を混じた低麟71<塊との卒衡である。

。〉日鉄埠頭から熔廠鉱津投棄偲所にわたる北東隅一帯に段、「赤71<Jと称せられる赤紫色白有害
な低輔71<塊が表暦を南〈拡っている。しかし赤水のIEf:本を確認することは出来たかった。

(4)南東隅の市営埠頭附近では、外梅71<の勢も全く弱まれ都市汚水が深く停滞している。

ぐりとれら港奥の低断水塊と外海水との卒衡飲態は風力、殊に北東の強風によって破られ、赤71<が

港内にi張り、港内71<が損乱される。そのため港内に棲息する生物、殊に定荒性の貝類が大きな被害を

受ける場合がある。

ぐの港南部白市営埠頭附近を除き、外海水が港内深〈潜入しているため底屠の汚染度は少い。殊に

現在主たる帆立棲息場となっている港西部は、底質が砂泥質及び砂質であるが、 71<の流通がよいため

貝類の棲息を害するほど有機質が過剰にはなっていない。
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